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Ⅰ はじめに
１ 研究経緯と目的

本研究は, 美術館における造形ワークショップの実践

に基づいて, その開発の過程で得られた実施に関する具

体的な知見や参加者支援の方法を明らかにするものであ

る｡

島根県立美術館は島根大学教育学部との連携により,

毎年, 夏季の企画展 (または常設展) に関連した造形ワー

クショップを開催している｡ 本活動は大学教員及び学芸

員, 附属学校教諭の指導のもと, 美術科教育専攻３年生

が試作品や道具の検討, 参加者支援や発話の計画を行い

実践する｡ 本事業は平成13年度から現在まで継続してお

り, 美術館と連携する教員養成プログラムとしての意義

についてはすでに別稿でまとめている｡１)

本事業の活動は, 美術館での展示内容に関連した造形

体験を参加者へ提供することで, 素材や技法等の理解を

促し､ 鑑賞のポイントを明示する教育普及を目的として

いる｡ したがって, 学校教育では扱われない素材や道具

を積極的に用いて, 講師役が制作方法を指南する形式で

進行し, ２時間程度で完成させた制作物 (成果物) は持

ち帰りを原則としている｡

これまで実施した23を数えるワークショップの造形領

域は多岐に亘り, 独自性の高いプログラムを開発したも

のも多く, そのため他の美術館から知見の提供を要請さ

れることも少なくない｡ 以上のことから, 本研究では造

形活動プログラムの再現性に重点を置き, 個別の教材と

支援の検討から得られた知見を, 実践結果に基づいて明

らかにしていきたい｡

２ 対象ワークショップと開発の概要
第一稿となる本稿では, 島根県立美術館の主要なコレ

クションである葛飾北斎 (1760－1849) の版画作品に関

連し､ その配色と面積に合わせて着色した石鹸を制作す

るワークショップ ｢色を再現！石けんで作る北斎の世界｣

(令和３年８月２日～３日各日２回, 各回16名計64名参

加, 島根大学附属義務教育学校前期課程図工室) を取り

上げる｡

例年であれば, 会場を島根県立美術館アートスタジオ,

参加者を ｢どなたでも (小学３年生以下は保護者同伴)｣

と設定しているが, 当該年度においては美術館の施設改

修とコロナ禍の影響から, 会場を附属義務教育学校図工

室, 参加者を前期課程４～６年生の児童から募った｡ ま

た, 全４回の日程のうち１回を島根・鳥取両県の現職教

員研修として開催している｡

①題材の概要
島根県立美術館は約3,000件の浮世絵を所蔵しており,

その中核を成すのが津和野町出身の北斎研究者・永田生

慈 (1951－2018) が平成29年に寄贈した2,398件のコレ

クションである｡ 個人コレクションとして世界屈指の規

模とされるこの作品群は, 故人の遺志により島根県立美

術館と島根県立石見美術館でのみの公開が許可されてお

り, 県外からの集客に期待が寄せられている｡２) 本ワー
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要 旨
本研究では, 美術館での実施を前提とする ｢減法混色及び色彩構成による彩色石鹸の制作活動｣ を独自に開発し,

造形ワークショップの実践に基づいて, 開発の過程で得られた知見や参加者支援の方法などを明らかにした｡ 本ワー

クショップは, 葛飾北斎の版画作品から抽出した代表色と面積比によって, 参加者が彩色石鹸を制作する造形活動で

ある｡ 開発の要点となる四項目 (①減法混色による調色と指導法, ②北斎作品の代表色と面積比の抽出方法, ③積層

順による色彩構成と指導法, ④治具及びガントチャートの開発) について, 問題点と解決内容を検討し, 実践の状況

をタイムライン (発話計画) と図版によって経時的に開示した｡ 実践結果として, 石鹸の固化方法に関する改善点や

減法混色の指導のタイミング, 本活動を再現する場合の簡略化の可能性, 制作物である彩色石鹸の可能性について言

及した｡
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クショップの企画当時, 施設改修による一年間の閉館期

間を通じて, 北斎コレクションを中心とする継続的な広

報が必要とされていた｡

こうしたことから, 本ワークショップの開発に際して

は, 必ずしも版画技法の啓蒙にはこだわらず, 美術館の

再開館後に ｢北斎作品の本物に出会う期待感｣ を醸成す

ることを優先する｡

②制作物 (成果物) の概要
赤青黄の食用色素 (食紅) を混色して指定の色水を作

り, 湯煎して溶かしたグリセリンソープを着色｡ 型に流

し込んで急冷し固化させる｡ これを５回繰り返して, ５

層に彩色した石鹸を制作する｡ 指定色と体積は, 北斎作

品から抽出した５色の代表色とその面積比に対応させ,

作品カードと相似する彩色石鹸を成果物とする｡【図１】

食用色素を使用した造形活動の先行研究には, 笹原

(2016) ３) 及び同 (2017)４) がある｡ また, 石鹸や寒天

を彩色する活動は保育や幼稚園の造形活動で比較的広く

用いられている｡ また, 著名な絵画作品を対象としてそ

の代表色を抽出する手法は, 高校美術や大学美術におけ

る配色の基礎トレーニングの方法として一般的である｡

近年ではコンピュータやスマートフォン用の描画ソフト

に名画から代表色を抽出したカラーパレット (配色見本)

が付属していたり, 任意の画像からカラーパレットを自

動生成するツールなどが公開されていたりする｡５)

本制作物は版画作品から抽出した代表色を, 児童が再

現可能な数値による調色へ変換, さらに面積比を体積へ

置き換えた立体造形である点において新規性を有する｡

③制作支援の概要
第一に, 赤青黄の三原色による減法混植の効果的な指

導方法の開発を行なった｡ 北斎作品の代表色を再現する

には, 二色混合による色相の調整だけでなく, 明度と彩

度の調整を行う必要がある｡ 原色の調合はスポイトの滴

数によって数値化し, 動画教材を併用することで減法混

植の原理を数量として理解するよう促した｡

第二に, 北斎作品から代表色５色と面積比を抽出する

方法を検討した｡ 当初は参加者が行う活動として計画し

たが, 全体での制作時間が大幅に超過することから ｢調

色レシピ (作品と代表色, 及び体積比)｣ を一式として

提供することとした｡

第三に, 代表色５色の積層順による色彩構成の効果的

な指導方法の開発を行なった｡ 同一の色面であっても隣

り合う色や面積によって印象が異なることを参加者に理

解させ, 教具として準備したカラーチップを使って積層

順の計画を行うよう促した｡ また, 鑑賞活動を行う際に

成果物が全く同じ印象にならないよう, 参加者が工夫す

る積層順のほか, 北斎作品４作品の調色レシピを開発し,

参加者の選択肢を準備した｡ 対象作品は ｢神奈川沖浪裏

(かながわおきなみうら)｣, ｢黄鳥長春 (こうちょうば

ら)｣, ｢諸人登山 (もろびととざん)｣, ｢凱風快晴 (がい

ふうかいせい)｣ である｡

第四に, 短時間での固化や作品精度を上げるための治

具 (制作を補助する専用具), ガントチャート (工程管

理表) を開発した｡ 活動時間の目安としている２時間半

は, 子どもの集中力が続く上限であるほか, 一日２回実

施する場合の休憩と２回目の準備時間を考慮した結果で

ある｡ 一般に, 造形ワークショップは実施時間内に素材

の加工を行うので, 常に乾燥や硬化の方法が問題となる｡

Ⅱ 本ワークショップ開発の要点
１ 減法混色による調色と指導法

本ワークショップで制作する彩色石鹸は, 北斎作品か

ら抽出した代表色及び比率との ｢相似｣ を魅力とする｡

そのため, 版画作品それ自体の経年による黄ばみや濁

りを含めた, ある程度の精緻な調色が必要となる｡ 代表

色の抽出には ｢北斎－永田コレクションの全貌公開〈序

章〉｣ 展図録を見本とした｡６)

一方, 小学校図画工作科における水彩絵の具を用いた

減法混色の学習は, 二色混合による中間色相の生成や,

そこに異なる色相を混合して濁りを生成することを体験

的に理解させる活動が主となる｡ 多くの場合, その活動

は絵筆による大雑把な混色であるので, 精緻な調色その

ものを経験させることが困難である｡

また, 三色の混合により明度と彩度が下がる要因は,

色相環上で角度の開いた色 (例えば赤青黄の三原色) の

混合で黒色 (実際には黒に近い暗い灰色) の成分が生成

されることによるが, 絵筆を使った調色では ｢量｣ の概

念的理解が困難である｡ さらに水彩絵の具 (顔料) によ

る混色では, 近接する二色の混合においても若干の濁り

が生成されるため, さらに理解を困難にする｡７)

そこで本ワークショップでは, 光の透過率が高く, 近

接する二色混合の濁りが少ない食用色素 (染料) の利点

に着目し, スポイトの滴数によって混色を ｢量｣ として

理解する活動を要点の一つとした｡８)

例えば, 赤２滴と黄２滴で橙色, 赤３滴と黄１滴で赤

みの橙, 赤１滴と黄３滴で黄みの橙が得られるという考

え方を基本とし, 赤青黄の三原色を同様に展開すると図

画工作科で利用する ｢十二色相環｣ の再現が可能となる｡

そこに彩度及び明度を下げる (暗く濁らす) 際には,

赤青黄を同量の滴数で混合して黒色を生成する, という

色彩理論に準拠した方法論である｡

なお, この調色で得られる色の明度は, 食用色素のそ

れを越えることがないので, 食用色素より明るい色 (例

えば, 明るい水色や桃色など) は一旦作成した色水で無

色透明のグリセリンソープを着色する際に, スポイトの

滴数で混合量を調整する｡

以上の制作における指導は, 手順の説明と練習, 調色

レシピに基づいて実際の混色を体験させる第一段階 [表

３] と, 石鹸の固化時間を利用した実験動画による振り

返り学習の第二段階 [表６, 表７] で理解を促している｡

【図15】

２ 代表色と面積比の抽出方法
本ワークショップで用いる作品各々の代表色は, 版画

作品の特性である刷り色に基づいた代表色５色をあらか
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じめ判別して設定｡ A５サイズ程度に縮少した作品写真

の上に方眼紙を重ね, １平方センチメートル単位で枠内

の色を判定し, それぞれの該当色を算出して面積比を割

り出している｡ これは当初, 参加者が行う活動として検

討していたが, 活動が作業的であることに加え, 参加者

ごとに算出した重量のグリセリンソープを用意する必要

があるなど大幅な時間超過が予想されたため, あらかじ

め調色レシピとして準備したものを提供することとなっ

た｡ 【図６】

３ 積層順による色彩構成と指導法
一般的に教授型の造形ワークショップでは制限時間内

での完成に重きが置かれるので, 参加者各々の工夫や選

択の余地を設けることが難しい｡ しかし往々にして, 参

加者は自らの工夫や選択の結果に対して, 達成感を味わ

うことが多い｡ 本活動においては, 参加者による代表色

の抽出が時間的に困難であり, あらかじめ開発した調色

レシピを提供することになったため, 選択肢として複数

のレシピを準備するほか, 色彩構成の観点に基づいた配

色の積層順に工夫の余地を残すこととした｡

構成学のいう ｢色彩構成｣ という語は, 色を組み合わ

せ, 構成し, 互いにそれぞれの関係を保ちながら, 統合

されたまとまりを得ることで造形の秩序を理解したり,

その原理を探求したりする方法を指す｡９)

本活動における抽象度の高い制作では, コンポジショ

ン (構成), プロポーション (割合や比率), カラーハー

モニー (色彩) などの形式原理を組み合わせ, 成果物に

全体的な調和を作り出すことになる｡ 特に色彩の調和は

観点の違いによって, 同じ色相をまとめる同一調和, 近

い色相でまとめる類似調和, 異なる色相や明度を突き合

わせる対比調和など, 限られた選択肢の中でも参加者が

考え, 工夫し, 完成を想像して計画を立てることが可能

である｡

以上の制作における指導法は, 第一にスライドを使用

して事例を見せながら, 積層順がどのような印象の違い

をもたらすかについて理解を促す｡ 第二に, 参加者が選

択した北斎作品の代表色に基づいたカラーチップを実際

に操作させ, 自らの観点を明確にし, 計画するための意

識づけを行う [表３]｡ 計画した積層順は, 配布した調

色レシピに書き込ませると同時に, 小分けにしたグリセ

リンソープの小袋にも番号をふらせて, 計画から制作,

完成までの一貫性を保持させている｡ 【図７】

４ 治具及びガントチャートの開発
美術館での実施を前提とする本事業では, 広い年齢層

の参加者全員に成功体験を味わわせる必要があり, 可能

な限り失敗しない道具や手順を準備しておく必要がある｡

そのため, 制作物の仕様や制作方法の方針が定まると,

造形的な精度や品質を高めながら比較的簡便な手順を模

索して, 治具やガントチャートを考案する｡

本ワークショップでは石鹸型, 整形用ヘラ, 押し出し

棒を治具として作成した｡ 試作段階での石鹸型は, 量販

店で入手可能な勾配の付いたカップ状の紙型もしくはプ

ラスチック型を使用していたが, 型から外す困難さや造

形上の問題から ｢角の立った直方体型｣ を新規に制作す

ることとした｡ 型の材質についても固化時間が活動の進

度を左右することから, 熱伝導率の高いアルミ製角パイ

プ (30×30×100) を加工し, 型底には市販のプラスチッ

ク製角パイプキャップを当て, 再利用を可能としている｡

固化した石鹸を押し出す治具は, 角パイプの内寸に加工

した木材を準備｡ 石鹸整形用のヘラは塗装などに用いら

れるステンレス製スクレーパーの先端を刃物状に研磨加

工して裁断を容易にしている｡ 【図16, 17】

本活動では石鹸５層分の制作を繰り返し行う必要があ

り, 参加者ごとの進度差が出やすく, ケアレスミスも起

きやすい｡ １層目の制作を進めながら, ２層目のグリセ

リンソープを湯煎するなど, 確実な制作支援を行うため

にガントチャートで工程の骨格を明らかにし, それをも

とにタイムライン (発話計画) を立てている [表１]｡

Ⅲ 本ワークショップの実践
本ワークショップの活動はメインスピーカー (全体説

明や進行, 時間管理を担う) やグループリーダー (手元

を見せる制作班ごとの説明, 個別のコミュニケーション

を担う) などスタッフの担当が変わっても, 常に同じ質

の活動を提供できるよう, 厳密なタイムラインを作成し

て実施している｡ これは児童が理解可能かつ原理的に誤

りのない, 簡潔で効果的な発話や用語の統一を目指して,

複数回のリハーサルによって精緻化したものである｡ し

たがって, 造形ワークショップ開発の中核となるのがこ

のタイムラインであると言える｡ 本章では, タイムライ

ン全文と対応した図版をもって実践状況の開示とする｡

誌面の都合上, 本稿の末尾に掲載するので参照されたい｡

Ⅳ 結果
実践を通して, 本ワークショップに関する課題や今後

の可能性について, いくつかの知見を得た｡

第一に, 石鹸の固化に関する課題である｡ 発泡スチロー

ル製保温箱に容器用氷点下保冷剤を入れて保冷庫とした

が, リハーサルに比して蓋の開閉頻度が高くなり固化に

時間を要した｡ 前層の固化が十分でないところへ温かい

次層の石鹸を流し込むと, 層の境界が浸潤してグラデー

ション状に固化する｡ 予期した結果を得るには固化に十

分な時間, もしくは強力な冷蔵機能が必要であった｡10)

実践では急遽, ポータブル冷蔵冷凍庫を併用し遅延なく

進行した｡

第二に, 減法混色の指導のタイミングに関する是非で

ある｡ 実践では混色の活動が全て終了した後に, 原理解

説を行う倒置形式で進行した｡ これは整形までの最終固

化に時間を要すためであったが, 結果的に参加者の活動

はスムーズに進行し, 混色への問題意識が高まるタイミ

ングで行う解説はむしろ効果的であったと考えている｡

第三に, 本ワークショップを再現する場合の簡素化の

可能性である｡ 本事業は中学校美術科教員の養成プログ
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ラムに位置付けているので, 学生スタッフ６名が濃密に

活動する比較的難易度の高いワークショップとして開発・

実践している｡ さらに少ない人員で再現する場合, ①調

色レシピを１種に限定する, ②積層順を固定する (参加

者全員が同じものを制作する), ③参加者数を絞るなど

の簡易化を図れば, 十分, 再現可能である｡

最後に, 彩色石鹸の可能性について指摘しておきたい｡

本ワークショップでは島根県立美術館の所蔵する北斎作

品をモチーフとしたが, 他の美術館においても主要所蔵

品をモチーフとする造形活動が期待できること｡ 主要所

蔵品と関連付けたミュージアムグッズとしての展開が期

待できること｡ さらに美術館に併設される飲食施設で作

品の色彩と連動した水菓子等への応用が可能であるなど,

抽象的な表現ゆえに高い汎用性を持つ成果物であると言

える｡
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８) 本活動で使用した食用色素は次のとおり｡ 赤 (食用
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号８％＋デキストリン92％), 黄 (食用黄色14％＋ デ

キストリン86％)

９) 三井秀樹 『新 構成学―21世紀の構成学と造形表現』,

六耀社, 2006

10) グリセリンソープは商品・成分によって異なるが,

概ね融点は50～70度, 常温で固化する｡ 本活動で湯煎

した陶器製マグカップを使っているのは, その保温性

により固化を遅らせ, 参加者の操作時間を確保するた

め｡ (紙カップでは調色の活動中に固化が始まる)
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[表１] ガントチャートの一部
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[表２] タイムライン１

【図１】作品カードと彩色石鹸

【図４】スライド ｢神奈川沖浪裏｣ の代表色と面積

【図２】会場配置／◎＝ MS, ●＝ GL, ○＝参加者
釜場を囲むようにGL を配置して, 参加者が不用意に近付くのを避ける
工夫｡ 保冷庫は２グループで共用｡

【図３】色と面積で想像させる導入部分
｢面積｣ は小学校第４学年での学習内容であるため, 面積と体積を合わ

せて ｢割合｣ という用語で発話を統一している｡
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[表３] タイムライン２

【図５】一人分の道具
左上から混色用プラカップ５個, 湯煎用マグカップ２個 (これをローテー
ションで５層に使用), スポイト洗浄水, 下段左から攪拌棒, 油性ペン
(配色順記入用), 綿棒 (石鹸の泡除去), スポイト, 石鹸型, 配色検討
用マグネットシート, 食用色素３色 (フィルムケースを使用)｡

【図６】参加者が選択した作品に対応するセット一式
作品カードを除いた内容は調色レシピ, 配色検討用のカラーチップ (使
用後回収), 体積に対応したグリセリンソープ５層分｡

【図７】スライド ｢色の並びによる効果｣ と検討の様子
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【図８】スライド ｢本体制作の活動説明｣
左上から混色, 石鹸の着色, 攪拌, 左下から型への流し込み, 保冷庫で
固化｡ これを５層分繰り返す｡

【図９】湯煎中の石鹸を参加者に確認させる

【図11】調色レシピをもとにした混色の様子

【図10】スポイトを使った混色の練習

[表４] タイムライン３
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[表５] タイムライン４

【図12】調色レシピ

【図13】石鹸の着色

【図14】型への流し込み
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[表６] タイムライン５
【図15】調色レシピを使った説明と実験動画
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[表７] タイムライン６

【図16】ヘラで石鹸を切って形を整える

【図17】石鹸を型から押し出す

【図18】グループ内での鑑賞

【【図19】全体での鑑賞



小谷 充・藤田英樹・野村真弘・上野小麻里 83

[表８] タイムライン７

【図22】 ｢神奈川沖浪裏｣ をモチーフとした彩色石鹸

【図20】現職教員研修会の制作状況

【図21】現職教員研修会の鑑賞活動の状況




